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豊岡市の若者回復率を公表します
2020年国勢調査による

者回復率とは、20歳代の転入超過数の10歳代の転出超過数に対する比率を表したもので、本市
が独自で計算している指標です。2020年国勢調査の結果が公表されましたので、これに基づき

最新の若者回復率を公表します。　　　　　　　　　　　　　　　  《問合せ》政策調整課☎21-9022

若

男性は41.6％、女性は28.5％の若者回復率

好景気で男性の流出が拡大。女性は前回と変わらず。「まちの体質改善」には時間が必要です

◇男性　10代が1,073人の転出超過、20代が446
人の転入超過、若者回復率41.6％です。前回

（2010年→15年）が52.2％だったので、前回か
ら10.6ポイントのマイナスです。

◇女性　10代が990人の転出超過、20代が282人

男性
〇大幅に低下したのは、外部要因によるもので

す。2015〜20年期間の大半で日本全体の景気・
雇用が好調であったため、大都市・大企業の
若者人材の需要が大きく、男性の流出が拡大
したものと考えられます。

女性
〇日本人女性だけの傾向として見るなら、前回

とほぼ一定で推移していると考えられます。
〇外国人の移動の影響があります。近年、市内

企業の技能実習生の受け入れが急増していて、
実習生が集中する20歳代の外国人住民の転入
超過が、回復率の顕著な押上効果となってい
ます。

　押上効果は男女ともにありますが、日本人女

の転入超過、若者回復率28.5％です。前回が
26.7％だったので、1.8ポイントのプラスです。

◇全体　10代が2,063人の転出超過、20代が728人
の転入超過、若者回復率35.3％です。前回が39.5
％だったので、4.2ポイントのマイナスです。

性の転入超過数が小さいため、外国人女性の
転入超過数の回復率への押上効果が、男性よ
り大きくなっています。

〇ジェンダーギャップ解消の取組みは、まちの
体質改善のようなもので、効果が表れるのに
まだ時間がかかると考えられます。

《若者回復率の算出方法（2015→20年）》
全体 男 女

10〜14歳→15〜19歳 △569 △378 △191
15〜19歳→20〜24歳 △1,494 △695 △799

①10代 減少人数 △2,063 △1,073 △990
20〜24歳→25〜29歳 525 328 197
25〜29歳→30〜34歳 203 118 85

②20代 増加人数 728 446 282
回復率（②÷①）×（-100） 35.3% 41.6% 28.5%
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《豊岡市の年齢性別純移動数（2015→20年）》
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ま
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職
場
や

家
庭
で
、
前
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も
ジ
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ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
を
意
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す
る
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に
な

り
ま
し
た
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
実
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
だ
っ
た
と
気
が
付
い
た

り
、
今
ま
で
あ
ま
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気
に
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
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ェ
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ダ
ー
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ッ
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「
夜
に
子
ど
も
を
家
に
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し
た

ま
ま
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

会
議
に
参
加
で
き
な
い
」と
い
う

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
子
ど
も

も
一
緒
に
会
議
に
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れ
て
き
て
も
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と
が
あ
り
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子
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も
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一
緒
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
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活
動
に

参
加
で
き
る
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参
加
し
て
い
い
」

と
い
う
空
気
を
つ
く
り
、
子
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中
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ュ
ニ
テ
ィ
活
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に
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し
て
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得
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が
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れ
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に
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最
終
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に
地
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わ
る
よ
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に
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自
身
が
変
わ
る
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ダ
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を
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こ
れ
か
ら
新
し
い

こ
と
を
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く
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こ
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取
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研
修
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ュ
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し
て

も
ら
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。
ま
た
、
研け
ん

鑽さ
ん

を

積
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
各
部
長
さ

ん
に
、学
ん
だ
こ
と
を
各
部
会
で
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
向
け
た
意
識

変
革
の
必
要
性
を
、
み
ん
な
で
地

域
に
広
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
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。
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え
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が
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意
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出
に
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で
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あ
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ん
。
社
会
的

立
場
や
年
齢
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意
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に
く
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ま
す
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と

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
男
女
関
係
な
く
、
発
言
し

た
い
人
が
発
言
で
き
る
、
地
域
で

活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
関

す
る
研
修
等
を
受
け
た
後
、
ど
の

よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か

（
岩
本
支
援
員
）　

講
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の
方
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行
方
法
を
、
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関
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の
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。
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や
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ま
す
。

（
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「
女
性
が
役
を
や
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た
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た
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の
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で
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い
」と
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う
状
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は
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ー
ギ
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ッ

プ
だ
と
思
い
ま
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。
一
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や
り

た
く
な
い
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思
っ
て
い
る
女
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を
無
理
や
り
引
っ
張
り
だ
し
、
女

性
役
員
を
増
や
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こ
と
が
ジ
ェ
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ー
ギ
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ッ
プ
解
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つ
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、
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思
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し
て
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た
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の
意
識

Vol.３

▲前列左から宮下会長、谷垣副会長、後列左から
植田支援員、岸本マネージャー、岩本支援員

コミュニティ城崎
　城崎地区の地域コミュニテ
ィ。人口3,232人、1,563世帯。31
区で構成（2021年４月現在）。
　ジェンダーギャップ解消に
関する研修会の実施や、女性
が会議に参加しやすい環境整
備などに取り組んでいる。
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